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論 文 要 旨 (修士 )

論文題目 Level Set Methodにおける画像領域抽出パラメータの強化学習による獲得

画像から物体の領域抽出において、有効な手法として動的輪郭モデルが提案されている。
動的輪郭モデルとは、領域を時間連続的に変化させることで領域抽出を行う手法である。
一般的な領域抽出法である閾値処理やフィルタ処理では、一部輪郭が欠けている物体は抽
出が出来ず、輪郭検出処理にラスタスキャンなど形状に関する知識が必要となる。動的輪
郭モデルでは、その問題を解決しているので、不鮮明な画像においても適用可能でクロマ
キー合成や三次元モデリングなどその後の利用が容易である。
動的輪郭モデルの代表的な手法に Snakesがある。しかし、Snakesは分離や統合といっ

た位相の変化に対応していない。これに対し、本質的に位相の変化が可能であるLevel Set
Methodが提案されている。Level Set Methodは検出する領域を一次元高い補助関数のゼロ
等高面とみなし、領域の進行条件を数値的に解いて補助関数を変更し、そのゼロ等高面を
次々に検出することで領域形状を動的に制御する手法である。しかし、Snakesや Level Set
Methodは初期領域の設定やパラメータの設定により、利用が制限されている。形状の多様
性や輝度値が不均一であるので、画像によって発見的に最適解を求めなければならないた
めである。その解決方法として、物体の形状知識を用いて領域抽出する手法が提案されて
いるが、対象の形状情報の知識を用いているために対象を限定しているので汎用性が低い。
形状知識を用いずに、輝度値勾配によって領域の移動を変化させる速度関数インター

フェースを用意した手法が提案されている。これは、補助関数を輝度値勾配によって速度
を変化させる速度関数を用いることで目標の領域を抽出することが可能となる。しかし、
速度関数を変化させる操作は、ユーザーが画像の特徴を判断して、最適な速度関数を経験
的に予測して設定する。そのため、精度がユーザーに依存するだけでなく、最適な結果に
なるまで再設定することが問題となっている。
そこで本研究では、報酬を最大にしようとする方策を試行錯誤を通して獲得する手法で
ある強化学習を利用して速度関数を獲得することを提案する。これまでに画像認識に強化学
習を使用した手法が提案されているが、位置と形状を状態としている。それでは、画像の対
象が変化すると再学習を行わなければならない。本手法では位置や形状に依存させないため
に、速度と輝度値勾配を状態とする。行動は速度関数の速度変化、報酬は目標の領域に到達
したことで得る。強化学習手法には、状態が連続値で適応的である Incremental Normalized
Gaussian network(INGnet)を利用することで、学習に用いた画像以外にも対応可能となる。
この手法により、画像から Level Set Methodにおける領域抽出を行う過程で速度関数を変
化させ、最適な速度関数を学習して獲得する。これにより、ユーザーが行う経験的な操作
を自動化することが期待できる。
この手法の有効性を確かめるために実画像を用いて学習と領域抽出の実験を行った。そ
の結果、学習パラメータを適切に設定することで、最適な速度関数を得られ画像領域を抽
出することが可能となった。


